
学校番号 １００１ 

令和 3年度 （専）家庭科 

 

教科 (専)家庭 科目 子ども文化 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 子ども文化 （文部科学省） 

副教材等 スキルアップ家庭科 家庭科資料と食品成分表  （大修館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○子どもと遊び、子どもの表現活動、児童文化財について関心をもち、積極的に取り組みましょう。 

・子ども文化の意義、子どもの心身の発達に及ぼす遊びの重要性、子どもの表現活動の意義と児童文化

財の重要性についてワークショップや演習も取り入れながら理解を深め、知識を身に付けます。 

・製作活動や表現活動、実際に乳幼児と触れ合う機会等の実践的、体験的な学習を通して、遊びや表現

活動、児童文化財の重要性の理解を深めます。 

・学んだことを自分の生活や将来の生活に関わる問題と捉え、よりよい生活や職業理解を目指します。 

 

２ 学習の到達目標 

子どもと遊び、子どもの表現活動、児童文化財などに関する知識と技術を習得させ、子ども文化の

充実を図る能力と態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

子どもの遊び、子ども

の表現活動、児童文化

財について関心をも

ち、積極的に子どもと

関わろうとする意欲

と態度を身に付けて

いる。 

子どもの遊び、子ども

の表現活動、児童文化

財の活用などについ

て課題を見いだし、思

考を深め、適切に判断

し、創意工夫し表現す

る能力を身に付けて

いる。 

児童文化財の製作や

表現活動、子どもと

の触れ合いに関する

技術を身に付けてい

る。 

子どもの遊び、子ど

もの表現活動、児童

文化財の活用などに

関する知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察、実習
記録、レポート、発表 
等 
 
 
 
 
 
 
定期考査なし 

学習状況の観察、実習
記録、レポート、発表、
製作物、自己評価・相
互評価 等 
 
 
 
 
 
定期考査なし 

学習状況の観察、製
作物、観察記録、実
習記録、レポート、
発表、実技テストの
結果、自己評価・相
互評価 等 
 
 
 
定期考査なし 

学習状況の観察、実
習記録、実習記録、
観察記録、レポート、
発表 等 
 
 
 
 
 
定期考査なし 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４
月 

      

 

特
性 

○子ども文化の重要性 

＊ｴﾝｶｳﾝﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:今の自分の立場から子ども

文化について考えようとして

いる。 

d:大人の働きかけの重要性を

理解している。 

授業観察 

ワークシート 

 

 

子
ど
も
と
遊
び 

○遊びと発達 

○遊びと遊具  

 ＊遊びの実践 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

a:遊びと発達、遊具との関わり

について関心をもち、実践的・

体験的な活動を通して意欲的

に学習に取り組もうとしてい

る。 

b:遊びと発達についての知識

や体験活動を通じて、現代の遊

びや遊具に関する課題を見い

だし、その解決を目指して考

え、表現している。 

c:子どもと適切に関わること

ができたり、遊びの実践に関す

る技術を身に付けている。 

 

d:遊びと発達、遊具について理

解し、それをふまえてどのよう

に行動するべきか分かってい

る。 

授業観察 

ワークシート 

 

５
月 
６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

子
ど
も
の
表
現
活
動
と
児
童
文
化
財 

○造形表現活動 

 ＊布製おもちゃの製作 

（基礎縫いの習得） 

 ＊壁面構成 

○言語表現活動 

 ＊絵本の読み聞かせ 

○音楽・身体表現活動 

 ＊リトミックの実践 

○情報手段などを活用した活 

  動 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:子どもの表現活動と児童文

化財について関心をもち、実践

的・体験的な活動を通して意欲

的に学習に取り組もうとして

いる。 

b:子どもの表現活動と児童文

化財についての知識や体験活

動を通じて、よりよい表現方法

等を考え、表現している。 

c:子どもと適切に関わること

ができたり子どもの表現活動

や児童文化財製作に関する技

術を身に付けている。基礎縫い

の技術を身に付けている。 

d:子どもの表現活動と児童文

化財について理解し、それをふ

まえてどのように表現すべき

か分かっている。 

授業観察 

ワークシート 

レポート 

発表 

製作物 



１
０
月 
 

子
ど
も
文
化
を
支
え
る
場 

○児童文化施設 

 ＊子育て支援センター 

出前講座（表現活動含む） 

○子どものための各種施設 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

a:児童文化施設や子どものた

めの各種施設について関心を

もち、実践的・体験的な活動を

通して意欲的に学習に取り組

もうとしている。 

b: 児童文化施設や子どものた

めの各種施設についての知識

や体験活動を通じて、子育て環

境の課題を見いだし、その解決

を目指して考え、表現してい

る。 

C：児童文化財の活用や表現活

動に関する技術を身に付けて

いる。 

d: 児童文化施設や子どものた

めの各種施設について理解し、

それをふまえてどのように行

動すべきか分かっている。 

授業観察 

ワークシート 

レポート 

発表 

１
１
月 

１
２
月 

１
月 

２
月 

子
ど
も
文
化
実
習 

○おはなし会ｏr劇発表会の開

催 

（絵本の読み聞かせ、ペープ

サート、劇あそび 等） 

 ＊計画 

 ＊準備 

 ＊実施 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ ○ 

 

 

a:子どもの表現活動と児童文

化財について関心をもち、実践

的・体験的な活動を通して意欲

的に学習に取り組もうとして

いる。 

b:子どもの表現活動と児童文

化財についての知識や体験活

動を通じて、よりよい表現方法

等を考え、表現している。 

c:子どもと適切に関わること

ができたり子どもの表現活動

や児童文化財製作に関する技

術を身に付けている。 

d:子どもの表現活動と児童文

化財について理解し、それをふ

まえてどのように表現すべき

か分かっている。 

授業観察 

ワークシート 

レポート 

発表 

製作物 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


